


（釧路地方裁判所 令和４年６月６日現在） 

訴え提起等の際の郵便料の現金納付について 
 

 

 

 

 

 

現金納付のメリット 
 

 

 

 

現金納付へのご案内 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【問い合わせ先】 

釧路地方裁判所民事部訟廷事件係  訴訟手続全般    ０１５４－９９－１２０４ 

釧路地方裁判所事務局会計課経理係 現金納付の方法全般 ０１５４－９９－１２１５ 

次の手続に必要な郵便料を郵便切手にかえて現金で納めることができます。 

１ 地方裁判所の民事訴訟事件又は行政訴訟事件の訴え提起をする場合 

２ 簡易裁判所の民事訴訟の控訴事件で郵便料を地方裁判所で納める場合 

 

事件終了後に郵便料の残額がある場合，指定口座（保管金提出者と還付先口座名義が同一 

人である銀行口座を事前申請する必要があります。）に振り込まれますので，大変便利です。 

 

郵便料の現金納付額 

１ 民事訴訟事件又は行政訴訟事件の訴え提起をする場合（簡易裁判所の控訴事件も同様） 

当事者（原告，被告）がそれぞれ1名の場合は，5,000円 

２ 訴え提起及び控訴提起の当事者が増えた場合 

当事者が1名増すごとに3,000円ずつ加算（ただし，原告（控訴人）が複数でも，共通の代理人

の場合，加算の必要はありません。） 

郵便料の現金納付の流れと方法 

裁判所窓口で訴状提出時に「郵便料の現金納付」を申し出るか，訴状郵送時に「郵便料の現金納付

希望」と記載したメモを同封し，裁判所が交付又は送付する現金納付のための書類（保管金提出書等）

を受け取って，次の方法で現金で納めることになります。 

１ 裁判所の会計事務窓口で直接納付する方法 

２ 金融機関から振込みをする方法（振込手数料は提出者負担になります。） 

３ 電子納付する方法（事前に会計事務窓口での登録が必要になりますので，最寄りの裁判所に 

お問い合わせください。） 

現金納付をする際の注意 

１ 訴状を郵送提出する場合，「郵便料の現金納付希望」と記載したメモと現金納付用書類の返送用

封筒（氏名と郵便番号・住所を記載したもの）を同封してください。 

２ 郵便料を現金納付した場合でも，民事訴訟手続上，別途郵便切手を納付していただくことがありま

す。 












